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Ti,及び Zr原子は、第四族元素に属し、高い融点を有し、それらの酸化物は極めて安定

である。またそれぞれ複数の安定同位体を持ち、その同位体効果によりスペクトルが複雑

になる。 

特に近赤外領域において Ti原子についてはその同位体効果やゼーマン効果に関しては報

告例がある[1,2]が、Zr原子については、近赤外領域のスペクトル観測例があまりない。 

本年春には、応用物理学会学術講演会にて Zr原子の a5FJ → z5FJ(J=2,3,4,5)に対する遷

移についての同位体効果について、また a5F2  → z5F3の同位体効果及び Zr原子のゼーマ

ン効果について報告した[3]。 

特に奇数同位体である 91Zrは存在比率が 11.2％と低く、更に超微細構造によりスペクト

ルが複雑に分裂するので King plot解析などを用いその同位体効果について詳細を確認す

る必要がある。 

今回、本実験では前回までの報告に加え a5F1→z5F1の遷移に対しての飽和吸収スペクト

ルを測定し同位体効果について報告する。また，a5F3→z5F2遷移についても解析を行って

いる。実験条件は、ガス圧 30 mTorr、電流 600 mA でプラズマ放電させた。光源にはチ

タンサファイアレーザを用い、プローブ光 180 μW、ポンプ光 320 μWとした。ポンプ光

には電気音響光学変調器（AOM）で 90 kHzでチョッピングし信号はロックインアンプで

検出した。その他の遷移の詳細については当日報告する。 
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